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予算執行状況
　村民のみなさんに、赤井川村の財政状況を理解していただくために、令和３年度の予算執行状況をお知らせし
ます。みなさんが納める税金や国、道からの補助金は、私たちの生活をより良くするために様々な形で使われて
います。これは、令和４年３月31日現在でどのくらい納められ、どのように使われているかの状況です。

◆一般会計《歳入》 （表１）� ※上段は令和２年度、下段は令和３年度、（ ）内は前年を100とした割合

自動車税環境性能割交付金 278.3万円
279.3万円（100.36%）

交通安全対策特別交付金 0.0万円
0.0万円 （0.00%）

歳　入　合　計 248,035.7万円
279,115.7万円（112.53%）

使用料及び手数料 2,878.6万円
3,037.8万円（105.53%）

国庫支出金 37,591.7万円
27,223.3万円 （72.42%）

道 支 出 金 3,648.0万円
3,271.7万円 （89.68%）

◆一般会計《歳出》 （表２）　 ※上段は令和２年度、下段は令和３年度、（ ）内は前年を100とした割合
議　会　費 4,601.7万円

4,648.4万円（101.01%）
総　務　費 73,022.6万円

72,046.1万円 （98.66%）
民　生　費 32,885.9万円

36,602.3万円（111.30%）
衛　生　費 24,376.6万円

26,754.3万円（109.75%）

商　工　費 12,608.0万円
11,185.3万円 （88.72%）

歳　出　合　計 266,404.9万円
266,159.5万円（99.91%）

消　防　費 20,718.8万円
16,802.8万円  （81.10%）

教　育　費 20,966.4万円
18,046.4万円  （86.07%）

公　債　費 23,018.9万円
24,573.6万円   （106.75%）

災害復旧費      0.0万円
     0.0万円     （0.00%） 

土　木　費 42,511.4万円
44,068.6万円  （103.66%）  

農林水産業費 11,694.6万円
11,431.7万円 （97.75%）

※�村の歳入（表１）を科目別に見ると、一番多いのが地方交付税（国で集めた税金を一定の割合で交付するお金）の
12億148万6千円で収入の約43％を占めています。一方、「歳入」が村に入ってくるお金であることに対して、「歳出」
はその入ってきたお金をどのように使ったものかを示すものです。令和３年度の歳出総額（表２）は前年度に比べて、
245万4千円少ない26億6,159万5千円となりました。

地方特例交付金 145.0万円
17,510.8万円（12,076.41%）

地方交付税 98,275.5万円
120,148.6万円（122.26%）

地方譲与税 4,392.6万円
4,464.3万円（101.63%）

寄　附　金 33,999.0万円
42,871.6万円（126.10%）

繰　入　金 33,121.5万円
709.7万円 （2.14%）

分担金及び負担金 165.4万円
133.9万円 （80.96%）

諸　収　入 4,912.4万円
13,713.3万円（279.16%）

株式等譲渡所得割交付金 29.0万円
45.4万円（156.55%）

地方消費税交付金 2,761.6万円
3,031.7万円（109.78%）

法人事業税交付金 145.4万円
269.6万円（185.42%）

利子割交付金 9.7万円
7.1万円 （73.20%）

村　　　債 7,535.7万円
8,052.7万円（106.86%）

財 産 収 入 1,562.1万円
932.9万円 （59.72%）

配当割交付金 23.6万円
37.2万円（157.63%）

繰　越　金 755.9万円
4,773.7万円（631.53%）

村　　　税 15,804.7万円
28,601.1万円（180.97%）
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◆令和３年度予算の執行状況� （単位：万円）
会　　　計　　　名 予算額 収入済額 執行率 前年度 支出済額 執行率 前年度

一 般 会 計 322,647.4 279,115.7 86.5% 81.5% 266,159.5 82.5% 87.6%
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1,695.2 1,672.1 98.6% 98.2% 1,525.1 90.0% 88.5%
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 4,188.9 4,363.6 104.2% 100.3% 4,093.6 97.7% 97.7%
介 護 保 険 サ ー ビ ス 事 業 特 別 会 計 4,456.6 4,306.1 96.6% 95.5% 4,175.2 93.7% 95.2%
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 10,426.6 8,649.8 83.0% 73.4% 9,312.7 89.3% 92.1%
下 水 道 事 業 特 別 会 計 7,188.3 6,802.5 94.6% 96.4% 6,891.4 95.9% 93.6%
※簡易水道事業特別会計及び下水道事業特別会計の収入が不足となっていますが、基金等を一時借入して運用
　しています。
※予算額には前年度の繰越事業費も含まれています。

◆基　金� （単位：万円）
区　　分 令和３年度 令和２年度

（　一　般　会　計　）
財 政 調 整 基 金 33,345.2 20,755.1
公 共 施 設 整 備 基 金 19,062.3 37,974.2
敬 老 福 祉 基 金 13,643.5 13,640.5
減 債 基 金 12,298.7 5,298.7
土 地 開 発 基 金 1,765.0 1,765.0
農 産 物 価 格 安 定 基 金 5,823.4 5,738.6
畑地かんがい排水施設管理基金 5,197.2 5,076.4
ふ る さ と 創 生 基 金 5,000.0 5,000.0
さ く ら ・ も み じ 基 金 5,344.2 5,344.2
移住・定住支援事業基金 0.1 0.1
赤井川村森林環境譲与税基金 431.5 614.9
赤 井 川 村 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感
染 症 対 策 利 子 補 給 基 金 138.0 ―――
備 荒 資 金 組 合 納 付 金 124,166.6 133,194.8

計 226,215.7 234,402.5
（　特　別　会　計　）
財 政 調 整 基 金（国保） 1,048.0 1,048.0
財 政 調 整 基 金（簡水） 0.0 0.0

合　　　計 227,263.7 235,450.5

※�村では、財政に余裕のあるときは積み立てし、苦しい時
または必要に応じて取り崩すためにお金を蓄えています。
基金には大きく分けて２つの種類があり、一つは特定の
目的のために財産を維持し基金を積み立て、もう一つは
定額の資金を運用するために設置されるものです。

◆長期借入金の残高
区　　分 令和３年度末現在 令和２年度末現在

一 般 会 計 23億5,968万円 23億6,018万円
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 1億9,563万円 1億9,272万円
下 水 道 事 業 特 別 会 計 1億4,992万円 1億6,393万円

※�長期借入金（起債）のうち、そのほとんどは地方交付税
で償還金に対する財源措置がされており、村は将来的な
返済の負担軽減を図るため、有利な起債事業を選択して
各種施策を行っています。

◆一時借入金の残高
（R４年３月末日現在）

一般会計 0円
※�長期借入金とは、地方公共団体が、道路・下水道・学

校等の公共施設を整備する際に多額な経費を要し、税
収等の一般財源で賄うことが困難な場合、一会計年度
を超えて借りる借入金のこと。これに対し、一会計年
度内での一時的な借入を一時借入金といいます。

◆村の財産状況（R４年３月末日現在）

◆土　地� 16,724,718㎡
◆建　物� 34,117㎡
◆有価証券� 20万円
◆出資による権利
� 395.2万円

※�村もみなさんの家庭と同様に
財産を持っています。土地、
建物の他に出資による権利、
株券などです。財産には、よ
り良い行政サービスを提供す
るためのものや、公共のため
に必要な団体などを支援する
ことを目的に所持するものな
どがあります。

◆特別会計《歳入・歳出》 �※上段は令和２年度、下段は令和３年度、（ ）内は前年を100とした割合
歳　出 1,846.8万円

1,525.1万円 （82.58%）
歳　入 2,049.2万円

1,672.1万円 （81.60%）後 期 高 齢 者 医 療

歳　出 5,934.1万円
4,093.6万円 （68.98%）

歳　入 6,089.9万円
4,363.6万円 （71.65%）国民健康保険事業

歳　出 4,070.3万円
4,175.2万円（102.58%）

歳　入 4,083.9万円
4,306.1万円（105.44%）介護保険サービス事業

歳　出 8,084.6万円
9,312.7万円（115.19%）

歳　入 6,437.0万円
8,649.8万円（134.38%）簡 易 水 道 事 業

歳　出 7,878.3万円
6,891.4万円 （87.47%）

歳　入 8,166.6万円
6,802.5万円 （83.30%）下 水 道 事 業

※�特別会計とは、特定の収入を持って特定の支出に充てるような事業について、その支出を明らかにするために一般会
計と区分して設けられるものを言います。
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狂犬病予防注射
2022.5.20　赤井川村内

　毎年実施している犬の登録と狂犬病予防注射を５月20日（金）に
行いました。
　今年は、当日新規登録された犬が１頭、注射をした犬は29頭で
した。
　予防注射は飼い主の義務であり、もしものときは、他者に対する
保護責任も発生しますので、来年も忘れずに予防注射の接種をお
願いいたします。

赤井川村商工会佐藤さん最優秀賞受賞
2022.5.11　札幌市

　５月11日（水）、札幌市にて開催された北海道商工会女性部連
合会主催の女性部指導者中央研修会内の主張発表大会において、
道南ブロック代表として出場した赤井川村商工会女性部長の佐藤
さんが見事、最優秀賞に選ばれました。
　佐藤さんは、７月に開催される東北・北海道ブロック研修内で北
海道代表として出場します。
　佐藤さん、おめでとうございます！更なるご活躍をご祈念いたし
ます。

二ツ森トンネル（明治）工区の安全祈願祭
2022.5.14　字明治

　５月14日（土）に北海道新幹線、二ツ森トンネル（明治）工区の安
全祈願が行われました。二ツ森トンネル（明治）工区のトンネル掘削
工事は、赤井川村側から仁木町尾根内方面へ約3,300ｍの延長を
令和7年1月までの工期で工事が進められる予定です。
　独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構北海道新幹線
建設局の竹津局長からは、「工事現場周辺には清流白井川が流れ、
農業用水として活用されていることから環境保全に十分留意して工
事を進めていく」という挨拶があり、馬場村長からも「地域住民の
顔を思い浮かべながらしっかりと工事を進めて欲しいこと、村とし
ても鉄道・運輸機構との協力のもと、北海道新幹線開通に向けて
協力していく」と赤井川村、仁木町両町村の地元自治体を代表して
挨拶が述べられました。
　村内における北海道新幹線工事は、今後、二ツ森トンネルと後
志トンネルを結ぶ橋りょう、高架橋工事（明かり工事）が、発注され
る予定となっております。
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コープさっぽろ未
あ し た

来の森づくり植樹祭
2022.5.31　字富田

　生活共同組合コープさっぽろ主催による植樹祭が、字富田の村
有地で開催されました。
　この事業は、コープさっぽろ店舗でレジ袋辞退者１人につき０．
５円を積み立てて運用する「コープ未来（あした）の森づくり基金」
を活用いただいて実施しており、平成27年に被害を受けた約１haの
林に５年間でカラマツ２千本を植樹する計画です。
　今年度も昨年と同様、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観
点から規模を縮小しての開催となりました。あいにくの曇り空で、少
し肌寒く感じる気温ではありましたが、コープ札幌西地区組合員24
名の方にご参加いただき、今年度も０．２haに400本のカラマツを
植樹しました。
　この植樹祭は今年度が最後となりますが、赤井川村では今後も
コープさっぽろさんと連携して、美しい森づくりのための活動を推
進していきます。

役場庁舎・村体育館の花壇がきれいになりました
2022.5.26　赤井川村役場・村体育館

　今年もボランティアサークルひまわり会のご協力により、役場庁
舎と村体育館前花壇の花植えが行われました。
　ボランティアの皆さんが手際よく植えてくださり、予定していた時
間よりもはやく終了することができました。
　ひまわり会の皆さん、お忙しい中での作業ありがとうございました。
　マリーゴールドなど様々な花が植えられていますので、咲き誇っ
ている姿をお近くをお通りの際は、是非鑑賞してみてください。

赤井川村地域公共交通活性化協議会を開催しました
2022.5.27　赤井川村役場

　地域における公共交通の課題、地域交通の在り方を検討するた
め、地域交通の活性化及び再生に関する法律に基づく法定協議会
として本協議会を設置し、令和４年度第１回目を開催しました。
　今回の会議は、令和４年４月１日から運行を開始した「むらバス」
の運行状況、令和４年度赤井川村地域公共交通活性化協議会事
業計画案などを協議しました。
　令和４年度は、みなさまにご利用いただくための利用促進事業
を展開していく予定としておりますので、みなさまのご利用をお待ち
しております。

歩こう会
2022.5.22　赤井川村内

　５月22日（日）に歩こう会を実施しました。参加者は30名で、約
10kmの道のりを歩きました。今回のルートは役場駐車場をスタート
し、村道赤井川線から村道冷水峠線を通り、本村を一望できる冷
水峠展望台へ行きました。展望台でしばし休息し、旧余市赤井川
線を通ってアリスファームに至り、役場駐車場に戻りました。
　アリスファームでの小休止では、代表の藤門さんが自作の人形と
演奏で楽しませてくださいました。今回の歩こう会では村の美化運
動の一環として、参加者の皆さまに路上のごみ拾いを手伝っていた
だきました。おかげで村の道路もきれいになりました。参加者の皆
さま、ご協力いただきありがとうございました。
　来年度も実施する予定ですので、是非ご参加ください。

Topics
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都小学校大運動会
2022.6.11　都小学校

　６月11日（土）、都小学校で運動会が開催されました。
　開会式では、児童一人ひとりが運動会に向けた決意表明をしていました。ラジオ体操や赤井川音頭には、多
数の保護者も参加してくださいました。
　徒競走などの児童競技はもとより、久しぶりに復活した親子競技やPTA競技は熱戦となりました。競技が順
調に進み予定より早く終わりそうになったことから、急遽ちびっこ競技が追加され、未就学児童６名が参加して
くれました。最終競技となる全校児童による紅白リレーは、１・２年生はトラック半周、３年生以上は１周する長
い距離でしたが、みんな力いっぱい走り抜きました。児童たちは一生懸命競技に臨んでいました。
　応援に来てくださった保護者の皆さま、ありがとうございました。

赤井川小学校運動会
2022.6.4　赤井川小学校

　６月４日（土）に赤井川小学校の運動会が開催されました。
　まずは、３～６年生が迫力のあるカルデラ太鼓の演奏を披露してくれました。開会式では１年生５名が堂 と々
選手宣誓をしました。各学年の徒競走ではみな力強い走りを見せてくれました。赤小ソーランではしっかりと振り
付けを覚え、体をいっぱいに使って踊りました。団体種目は低学年が玉転がし、高学年が玉入れ、最後に全校
生徒でリレーを行いました。玉転がしでは白組が、玉入れでは赤組が勝利し、勝敗は最後のリレーに託されまし
た。リレーは抜きつ抜かれつで大迫力の戦いになりました。接戦の末に見事白組が勝利しました。
　結果は白組の勝利になりましたが、どちらの組も練習の成果を発揮していて、とても見ごたえのある運動会に
なりました。
　肌寒い中、応援に来てくださった保護者の皆さま、ありがとうございました。

（株）ジェイアール東日本企画との包括連携協定を締結
2022.5.31　赤井川村役場

　赤井川村とJR東日本グループの（株）ジェイアール東日本企画（以
下、jeki）は持続可能な村づくりを推進するため、jekiとして北海道
で初となる包括連携協定を締結しました。
　この協定は、赤井川村とjekiが相互かつ密接に連携することによ
り、地域社会・経済の活性化や地域住民のサービス向上、地域ブ
ランドや地域観光の振興に関することを双方の資源を有効に活用し
た共創・協働による取組において連携するものです。
　今後ともよろしくお願いいたします。
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追
加
接
種
（
４
回
目
）
は
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
３
回
済
ん
で
い

る
60
歳
以
上
の
方
及
び
18
～
59

歳
の
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
等

を
対
象
に
３
回
目
の
接
種
か
ら

５
ヶ
月
以
上
過
ぎ
て
か
ら
行
い

ま
す
。

　

接
種
時
期
に
合
わ
せ
て
追
加

接
種
用
の
接
種
券
を
個
別
に
送

付
し
ま
す
。
手
元
に
接
種
券
が

届
く
ま
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　

追
加
接
種
の
予
定
時
期
を
過

ぎ
て
も
接
種
券
が
届
か
な
い
場

合
は
、保
健
福
祉
課
保
健
係（
℡

３
５

－

２
０
５
０
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

追
加
接
種
は
、
引
き
続
き
北

後
志
５
町
村
（
余
市
町
、
仁
木

町
、
積
丹
町
、
古
平
町
、
赤
井

川
村
）
の
医
療
機
関
で
の
接
種

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

接
種
の
日
程
な
ど
は
接
種
券

の
送
付
に
あ
わ
せ
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

悠
楽
学
園
大
学
と
合
同
開
催

で
糖
尿
病
講
演
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
講
師
は
、
萬
田
記
念

病
院
と
小
樽
の
西
歯
科
医
院
に

お
願
い
し
ま
し
た
。
萬
田
記

念
病
院
は
糖
尿
病
治
療
に
特
化

し
た
病
院
で
す
の
で
、
よ
り
詳

し
い
お
話
が
聞
け
る
か
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
赤
井
川
村
に
は

歯
科
医
院
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

歯
科
医
師
に
よ
る
講
演
自
体
も

大
変
貴
重
な
機
会
で
す
。

　

糖
尿
病
の
治
療
を
受
け
て

い
る
方
も
受
け
て
い
な
い
方

も
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
糖
尿
病

発
症
・
重
症
化
の
予
防
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
た
く

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

■
日
時

　

８
月
25
日
（
木
）

　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

■
場
所

　

健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

■
講
演
内
容
（
講
師
）

①
糖
尿
病
と
足
の
お
手
入
れ

　
（
萬
田
記
念
病
院 

看
護
師
）

②
糖
尿
病
の
食
事
に
つ
い
て

　
（
萬
田
記
念
病
院 

管
理
栄
養
士
）

③
糖
尿
病
と
歯
周
病
の
関
係
に

　

つ
い
て
（
小
樽
西
歯
科
医
院

　

長
）

※
内
容
及
び
講
師
が
変
更
に
な

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
参
加
料

　

無
料
（
お
弁
当
を
注
文
さ
れ

　

る
方
は
５
０
０
円
が
か
か
り

　

ま
す
。）

■
申
込
方
法
・
期
間

　

後
日
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
を

　

全
戸
配
布
・
各
施
設
へ
掲
示

　

し
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
主
催

　

赤
井
川
村
、
北
海
道
健
康
づ

　

く
り
財
団
、
北
海
道
（
倶
知

　

安
保
健
所
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課
保
健
係

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

　

環
境
省
と
気
象
庁
で
は
、
み

な
さ
ん
が
暑
さ
に
気
づ
き
熱
中

症
の
予
防
行
動
が
効
果
的
に
行

え
る
よ
う
暑
熱
環
境
が
予
測
さ

れ
る
際
に
「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ

ー
ト
」
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

気
温
、
湿
度
、
日
差
し
等
か

ら
熱
中
症
の
危
険
性
を
「
暑
さ

指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）」
で
示
し

て
お
り
、
指
数
が
３
３
以
上
に

な
る
と
予
想
さ
れ
る
と
そ
れ
ぞ

れ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
て

情
報
を
発
信
し
ま
す
。
発
表
時

は
普
段
以
上
に
熱
中
症
予
防
行

動
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
マ
ス
ク
生
活
が
日
常

化
さ
れ
て
い
る
今
、
皮
膚
か
ら

熱
が
逃
げ
に
く
く
な
っ
た
り
気

づ
か
ぬ
う
ち
に
脱
水
に
な
る
等

体
温
調
節
が
し
づ
ら
く
な
っ
て

い
ま
す
。
気
温
の
上
昇
が
緩
や

か
で
も
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
あ

り
ま
す
の
で
十
分
気
を
付
け
て

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

暑
さ
指
数
は
下
段
の
図
の
と

お
り
で
、
熱
中
症
発
生
の
危
険

性
を
お
示
し
し
ま
す
。

　

赤
井
川
村
で
は
、
暑
さ
指
数

が
28
（
厳
重
警
戒
）
以
上
ま
た

は
気
温
が
30
℃
以
上
に
な
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
た
場
合
に
防
災

無
線
で
注
意
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
環
境
省
の
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
も
地

域
と
暑
さ
指
数
を
設
定
す
る
と
、

そ
の
数
値
を
超
え
る
場
合
に
通

知
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
日
常
生
活
の
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
環
境
省
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ

　

ウ
ン
ト

　「今年の夏は暑くなる」なんて噂を耳にします
が、毎年同じように聞いている気がします…。こ
こ数年は北海道の夏もジメジメした猛暑です。こ
れからの時期、熱中症には要注意です！

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
運
用
中

「
糖
尿
病
講
演
会
」を

開
催
し
ま
す
！

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
４
回
目
接
種

温度基準
（WBGT）

注意すべき
生活行動の目安 注意事項

危険
（31以上） すべての生活活動で

おこる危険性

高齢者においては安静状態でも発生する危
険性が大きい。
外出はなるべく避け、涼しい室内に移動する。

厳重警戒
（28～31）

外出時は炎天下を避け、室内では室温の上
昇に注意する。

警戒
（25～28）

中程度以上の生活活動
においておこる危険性

運動や激しい作業をする際は定期的に充分
に休息を取り入れる。

注意
（25未満）

強い生活活動でおこる
危険性

一般に危険性は少ないが激しい運動や重労
働時には発生する危険性がある。
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令和４年度 住民健診・がん検診のご案内
　村では、令和４年10月18日（火）～20日（木）までの３日間、住民健診を実施します。
　令和３年度から健診委託先が『北海道対がん協会　札幌がん健診センター』になりした。対象者につい
て下記のフロー図で確認してください。
　特に国民健康保険の加入者以外でお勤めの方は、住民健診の対象ではなく「事業主健診」の対象になり
ます。
　今年度「事業主健診」を住民健診と同日でご利用の希望の事業主の方は、①赤井川村商工会に加入して
いる場合は商工会が健診の申し込み等のお手伝いをしておりますので、事務手続き等の代行をご希望の場
合はそちらにお問い合わせください。②商工会に加入していない場合は、対がん協会に直接ご相談ください。

　申し込み方法及び受診方法は広報あかいがわ８月号でお知らせします。
　不明な点がありましたら、保健福祉課保健師（℡３５－２０５０）までお問い合わせください。

■基本健診
１．基本健診

※国民健康保険加入者及び後期高齢者には８月中旬に住民健診のご案内を郵送いたします。それ以外の方
　で、受診券をお持ちで特定健康診査を受ける方は住民健診の受付期間に健康支援センターに申し込みを
　してください。

次のフロー図で確認してください。あなたの年齢は？（令和５年３月31日現在の年齢）

20歳～39歳
（昭和58年４月１日～平成15年３月31日）

40歳～74歳
（昭和22年10月18日～昭和58年3月31日）
※健診受診日時点で74歳以下の方

あなたのお持ちの健康保険証は？

75歳以上
（昭和22年10月18日以前に生まれた方）
※健診受診日時点で75歳以上の方

　村が実施する健康診査を
受診してください。
　８月中旬に申込書を送付し
ますので、健康支援センター
に申し込みしてください。

一般健康診査
国保健康診査

国民健康保険以外
（協会けんぽ、健保組合、共済組合など）

　村が実施する健康診査を
受診してください。
　８月中旬に申込書を送付し
ますので、健康支援センター
に申し込みしてください。

国保特定健康診査

　村が実施する健康診査に
合わせて健診することができ
ます。その場合は、必ず受診
券（保険者が発行するもの）
が必要です。お手元にない方
は加入保険者にお問い合わ
せください。また、検査項目
は加入している医療保険に
よって異なりますので加入保
険者にお問い合わせください。
　申込方法は、村が実施す
る健康診査の受付期間に、
健康支援センターにお申し
込みください。日程について
は広報および防災無線でお
知らせします。

特定健康診査

　村が実施する健康診査を
受診してください。
　８月中旬に申込書を送付し
ますので、健康支援センター
に申し込みしてください。

高齢者健康診査

国民健康保険国民健康保険以外
（協会けんぽ、健保組合、共済組合など）

住民健診では
なく勤め先の
【事業主健診】
を受けてください

は　い いいえ

住民健診では
なく勤め先の
【事業主健診】
を受けてください

は　い いいえ

国民健康保険

あなたは被扶養者または
任意継続者ですか？

あなたは被扶養者または
任意継続者ですか？

後期高齢者医療保険
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３．特定保健指導とは？
　特定健康診査の結果より、生活習慣の改善が必要な度合いによって、保健師や管理栄養士などが受診者に「動
機付け支援」や「積極的支援」の支援を行います。

４．基本健康診査項目
　赤井川村では住民の皆様に、健康に対する関心を持っていただくため、たくさんの検査を受ける事が出来ます。
　そのため、一般健康診査・国保健康診査・国保特定健康診査・高齢者健康診査の健診項目は、すべて同じです。
　国民健康保険加入者以外の特定健康診査については、各医療保険者によって異なります。

■がん検診・肝炎検査・ヘリコバクタ－ピロリ菌抗体検査・風しん抗体検査
　加入している医療保険の種類に関わらず、村民の方であれば受診できます。
　年齢（令和５年３月31日現在の年齢）により受診できる検診が違いますので、下記の図で確認してください。
・�肝炎検査につきましては、下記対象者以外で検査を希望する20歳以上の方の場合、全額自己負担で対応できます。
（但し、事前申込が必要となります。）

・ヘリコバクタ－ピロリ菌抗体検査は令和元年度から追加されました。以前検査を受けた方や除菌等治療中の方
　は対象外です。
※乳がん・子宮がん検診は別日程となります。11月28日（月）に無料送迎バスにて札幌がん健診センターへ移動し、
　受診します。

特定健康診査の結果

◇内臓脂肪型肥満
腹囲が男性で85㎝以上、女性で90㎝以上か、そ
れ以外でＢＭＩ25以上

①血糖高値
HbA1c（NGSP）5.6％以上、または空腹時血糖
100㎎/㎗以上

②血圧高値
収縮期血圧130㎜Hg以上／または拡張期血圧85
㎜Hg以上

③脂質異常
中性脂肪150㎎/㎗以上／またはHDLコレステロー
ル40㎎/㎗未満

④喫煙歴
　①～③のリスクが1つ以上該当かつ喫煙歴あり

＋

特定保健指導

「内臓脂肪型肥満」＋左のいずれかの項目に該当
する数によって「動機付け支援」か「積極的支援」
の対象者になります。生活習慣の改善に向けて行
動目標を設定し、その取組をサポートします。

基本的な項目

　〇診察
　〇質問票・身体測定・血圧測定
　〇GOT
　〇GPT
　〇γ－GTP
　〇HDLコレステロール
　〇LDLコレステロール
　〇中性脂肪

赤井川村が追加で実施する項目

　　　〇赤血球数　　　　　　　〇白血球数
　　　〇ヘモグロビン　　　　　 〇MCV・MCH・MCHC
　　　〇ヘマトクリット　　　　　〇血小板数
　　　〇クレアチニン　　　　　  〇HbA1c
　　　〇心電図
　　　〇尿酸

胃がん検診
大腸がん検診
肺がん検診

ーーーーーーーーー
乳がん検診
子宮がん検診

※11/28無料送迎バス

20歳以上の方
※４月に受診されたが
　ん検診は、今回受診

できません。　　　

前立腺がん検診 50歳以上の男性

肝炎検査 40歳の方及び41歳
以上の未受診者の方

ヘリコバクタ－ピロリ菌
抗体検査

20歳以上で
未受診の方

風しん抗体検査

昭和37年４月２日～
昭和54年４月１日の
間に生まれた男性

※風しん抗体検査のみ
　の申込はできません。

２．特定健康診査とは？
　40歳～74歳を対象にメタボリック及びその予備群を見つけることが重点となる健康診査で、各医療保険者に義
務付けられました。特定健康診査の結果を受診者全員に情報提供し、健康診査の結果から指導の必要性が高い方
に特定保健指導が行われます。

①～③の治療
に薬 剤を服用
してい る場 合
は除く
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
の
た
め
受
講
制
限
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
受
講
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
予

約
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
優
良
運
転
者
講
習
（
30
分
）

　
７
月
13
日
（
水
）
午
後
３
時
30
分

　
７
月
29
日
（
金
）
午
後
３
時
30
分

■
一
般
運
転
者
講
習（
１
時
間
）

　

７
月
19
日
（
火
）
午
後
１
時

■
違
反
運
転
者
当
講
習（
２
時
間
）

　

７
月
13
日
（
水
）
午
後
１
時

　

７
月
29
日
（
金
）
午
後
１
時

■
初
回
講
習
（
２
時
間
）

　

７
月
13
日
（
水
）
午
後
１
時

　

７
月
29
日
（
金
）
午
後
１
時

※
会
場
は
全
て
余
市
町
中
央
公

　

民
館
で
す
。

※
該
当
す
る
講
習
を
ご
確
認
の

　

上
、
警
察
署
等
で
更
新
手
続

　

き
後
、
受
講
願
い
ま
す
。

※
「
優
良
運
転
者
」
は
過
去
５

　

年
間
違
反
な
し
、「
一
般
運

　

転
者
」
は
過
去
５
年
間
で
軽

　

微
な
違
反
が
１
回
の
み
、「
初

　

回
講
習
」
は
運
転
免
許
を
取

　

得
し
て
５
年
未
満
、
そ
れ
以

　

外
は
「
違
反
運
転
者
等
」
講

　

習
を
受
講
す
る
こ
と
と
な
り

　

ま
す
。

運
転
免
許
更
新
時
講
習

行った応急処置、バイタル測定値（測定可能であれば・・・）

救急情報シート

生年月日

※救急要請時に救急隊へ渡して下さい。

年　　　月　　　日（　　　歳）

電話番号

●救急要請内容

※救急要請時にできる範囲で記載して下さい。

大正・昭和・平成・令和

ふりがな

氏名

住所

男
・
女

どんな症状・・・

●現病歴・既往歴・ADL（日常生活動作）

意識：有・無 呼吸：　　回 脈拍：　　　回

※携帯電話での通報は、赤井川消防へ直通の0135－34－6033まで（裏面参照）

※状況により記載出来ない場合は、下記事項を救急隊に伝えて下さい。

いつから・・・

何をしている時に・・・

【アレルギー：　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

●最終食事時間：

血圧：　　　　/　　　 Spo2：　　　％

【かかりつけ医療機関：　　　　　　　　　　　　　　】

●処方薬（お薬手帳があれば不要です。）

【薬の管理：本人・施設】

救
急
情
報
シ
ー
ト
の
書
き
方

⑤ 救急車への同乗
・傷病者の状態について説明できる関係者が同乗してもらえると、搬送先の
医療機関との引継ぎが円滑に行えます。
（傷病者の診察券、お薬手帳、サマリー等の持参をお願いします。）

《糖尿病を患っている人でインスリン自己注射を投与している本人または家族へ》

◎低血糖の主な症状：意識障害・めまい・発語不明瞭・傾眠・昏睡・痙攣・片麻痺．．．など

・救急隊が到着したときに傷病者の場所まで誘導をお願いします。

② 救急隊からの電話対応 ・出動した救急隊から電話が入ることがあります。

③ 家族への連絡

・傷病者の家族に連絡をお願いします。

（対応可能な家族： ）

（連絡先電話番号： ）

《参考情報》

⑦ジュースなどの摂取はしたか

①血糖測定の結果

●対応チェックリスト

※以下の項目をできる範囲で実施して下さい。

① 応急手当の実施
・119番通報に対応した指令員が、応急手当の指導を行うことがあります。
（容態が急変した場合は、再度119番通報をして下さい。）

④ 救急隊の誘導

⑤インスリン使用後に運動していたか

●患者が糖尿病で、上記症状が出現し119番通報した場合は、以下の内容を可能な限り伝えて下さい。

②インスリンの使用有無

③食事の有無と量

⑥ブドウ糖タブレットの有無

お問い合わせ担当部署：救急係

※赤井川村内から携帯電話で119番通報を行うと、一度余市消防の通信指令室につながります。発生場所

や要請内容をお聞きしてから赤井川消防に電話を転送して貰えます。赤井川消防の職員が再度発生場所

と要請内容を詳しくお聞きします。お手数ではありますがご協力お願致します。

北後志消防組合　赤井川支署

〒046－0501　余市郡赤井川村字赤井川260番地2

TEL．0135－34－6033

FAX．0135－34－6978

★通信指令員側からも「糖尿病でインスリンを使用している」とのキーワードで、上記の内容を聴取す

ることがあります。

※本人または家族で測定可能であれば実施し、数値を伝えて下さい。

※インスリンの種類も分かれば伝えて下さい。

※有の場合は服用したかも伝えて下さい。

④インスリン使用は食事の前後どちらか

　

赤
井
川
村
は
、
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
の
活
用
に
よ
り
、

新
型
救
急
車
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
車
両
は
株
式
会
社
ベ
ル

リ
ン
グ
が
開
発
・
製
造
し
た
も

の
で
、
患
者
室
部
の
ボ
デ
ィ
を

拡
張
し
救
急
隊
員
が
左
右
の
両

方
で
活
動
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
す
る
な
ど
の
現
場
の
活
動

に
合
わ
せ
た
工
夫
が
随
所
に
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
は
搬
送
中
の
患
者
さ
ま

の
負
担
を
減
ら
せ
る
よ
う
揺
れ

を
少
な
く
す
る
仕
組
み
や
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感

染
症
対
策
と
し
て
運
転
室
と
患

者
室
の
空
気
の
流
れ
を
分
断
で

き
る
仕
組
み
も
備
え
る
最
新
鋭

の
車
両
で
す
。

高
規
格
救
急
車

運
用
開
始
！

　

救
急
情
報
シ
ー
ト
は
、
救
急

要
請
時
に
会
話
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
で
も
、
救
急
隊
へ

自
分
の
救
急
情
報
（
氏
名
や
生

年
月
日
、
持
病
や
か
か
り
つ
け

医
）
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

シ
ー
ト
で
す
。

　

救
急
の
初
期
活
動
や
搬
送
時

の
処
置
、
医
療
機
関
に
よ
る
そ

の
後
の
支
援
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
し
て

い
ま
す
。

　

〈裏面〉　　　　　　　　　　　　　　 〈表面〉

余市警察署赤井川駐在所　　℡ 34-6110
北後志消防組合赤井川支署　℡ 34-6033

車両内部の写真です。
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■
飲
酒
運
転
は
重
大
な
犯
罪

　

飲
酒
は
車
の
運
転
に
必
要
な

　

運
動
機
能
や
判
断
能
力
の
低

　

下
に
つ
な
が
る
な
ど
交
通
事

　

故
発
生
の
リ
ス
ク
が
高
く
な

　

り
ま
す
。

　
「
事
故
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
」

　

と
い
う
身
勝
手
な
考
え
が
悲

　

惨
な
事
故
を
引
き
起
こ
す
こ

　

と
に
な
り
ま
す
。

　

飲
酒
運
転
の
代
償
は
大
き
く
、

　

被
害
者
や
自
分
、
そ
の
家
族

　

に
も
精
神
的
・
経
済
的
苦
痛

　

を
伴
い
ま
す
。

■
飲
酒
運
転
を
助
長
す
る
犯
罪

　

の
防
止

　

飲
酒
運
転
と
同
様
に

○
車
両
提
供
罪

○
酒
類
提
供
罪

○
同
乗
罪

　

も
罰
せ
ら
れ
、
運
転
免
許
を

　

持
っ
て
い
た
場
合
、
行
政
処

　

分
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

　

す
。

夏
の
海　

少
し
の
油
断
が

　

事
故
の
も
と

○
指
定
さ
れ
た
遊
泳
区
域
内
で

　

泳
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い

　

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
体
調
不
良
時
や
飲
酒
後
は
泳

　

が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
釣
り
を
す
る
時
は
、
必
ず
救

　

命
胴
衣
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
は
遊
泳
区

　

域
に
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

　

し
ょ
う
。

○
家
庭
は
最
も
身
近
な
社
会
で

　

す
。

　

社
会
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

　

守
ら
せ
、
善
悪
の
け
じ
め
を

　

つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に

　

起
因
し
て
、
犯
罪
被
害
に
遭

　

う
事
例
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

家
庭
の
ル
ー
ル
や
情
報
モ
ラ

　

ル
に
つ
い
て
家
族
で
話
し
合

　

い
ま
し
ょ
う
。

○
大
麻
の
乱
用
で
検
挙
さ
れ
る

　

少
年
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

大
麻
は
違
法
で
、
有
害
な
薬

　

物
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
あ

　

げ
ま
し
ょ
う
。

■
運
動
期
間

　

７
月
13
日（
水
）～
22
日（
金
）

※
７
月
13
日
は
飲
酒
運
転
根
絶
の
日

　

飲
む
前
に　

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー

　

決
め
た
か
な

　

７
月
は
、
暑
さ
や
長
距
離
運

転
等
に
よ
る
疲
労
か
ら
注
意
力

が
散
漫
と
な
り
、
居
眠
り
運
転

に
よ
る
正
面
衝
突
事
故
や
車
両

単
独
事
故
が
増
加
す
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

ル
ー
ル
を
守
り
、
ス
ピ
ー
ド

の
出
し
過
ぎ
、
無
理
な
追
越
し

等
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

車
に
乗
っ
た
ら
、
全
て
の
座

席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
正
し
く

締
め
ま
し
ょ
う
。

　

暑
さ
や
疲
れ
に
よ
る
集
中
力

の
低
下
に
十
分
注
意
し
、
眠
気

を
感
じ
た
ら
直
ち
に
休
憩
を
取

り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
長
時
間

運
転
を
す
る
際
は
、
お
お
む
ね

２
時
間
お
き
に
休
憩
し
ま
し
ょ

う
。

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス

第
26
回
赤
井
川
村
長
杯
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
大
会

と
　
き　

５
月
15
日

と
こ
ろ　

み
や
こ
公
園
パ
ー
ク

　
　
　
　

ゴ
ル
フ
場

成
　
績

▽
優
勝　

今
城　
　

豪

　
　
　
　
ス
コ
ア
108
ハ
ン
デ
９
計
117

▽
２
位　

大
西　

敏
典

　
　
　
　
ス
コ
ア
109
ハ
ン
デ
８
計
117

▽
３
位　

木
村　

岩
雄

　
　
　
　
ス
コ
ア
112
ハ
ン
デ
６
計
118

▽
４
位　

坂
本　

恭
文

　
　
　
　
ス
コ
ア
104
ハ
ン
デ
15
計
119

▽
５
位　

上
枝
美
喜
夫

　
　
　
　
ス
コ
ア
110
ハ
ン
デ
10
計
120

第
26
回
赤
井
川
村
議
会
議
長
杯

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

と
　
き　

６
月
11
日

と
こ
ろ　

み
や
こ
公
園
パ
ー
ク

　
　
　
　

ゴ
ル
フ
場

成
　
績

▽
優
勝　

前
田　

邦
之

　
　
　
　
ス
コ
ア
113
ハ
ン
デ
０
計
113

▽
２
位　

矢
野
チ
ズ
子

　
　
　
　
ス
コ
ア
118
ハ
ン
デ
△３
計
115

▽
３
位　

富
樫　
　

護

　
　
　
　
ス
コ
ア
108
ハ
ン
デ
10
計
118

各
種
大
会
の
結
果

▽
４
位　

小
山　

将
人

　
　
　
　
ス
コ
ア
120
ハ
ン
デ
０
計
120

▽
５
位　

白
石　

五
美

　
　
　
　
ス
コ
ア
112
ハ
ン
デ
９
計
121

余
市
警
察
署
だ
よ
り

飲
酒
運
転
の
根
絶

水
難
の
防
止

夏
の
交
通
安
全
運
動

夏
休
み
に
お
け
る

少
年
の
非
行
防
止

◆◇赤井川村SOSネットワーク◇◆

　高齢者がいなくなったことに気づいたら
　すぐに余市警察署へご連絡ください

 「高齢者の行方不明が発生した」と伝えてください。

Tel　０１３５―２２―０１１０
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INFORMATION

INFORMATIONお知らせ
伝言板

　　

今
年
度
の
リ
ユ
ー
ス
登
録
の

あ
っ
た
中
古
農
機
具
を
役
場
に

て
７
月
１
日
よ
り
公
開
い
た
し

ま
す
。
募
集
の
結
果
、
別
表
の

と
お
り
申
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　

譲
っ
て
も
ら
い
た
い
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
登
録
者
の
方
を

紹
介
い
た
し
ま
す
の
で
役
場
産

業
課
農
政
係
ま
で
ご
連
絡
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

中
古
農
機
具
・

ハ
ウ
ス
の
情
報
公
開

※
譲
っ
て
も
ら
っ
た
農
機
具
等

　

に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
内
で

　

の
利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま

　

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

産
業
課
農
政
係

　

℡
３
４

－

６
２
１
１

　

Fax
３
４

－

６
６
４
４

　

名　称 年　式 備　考

乾燥機（米） 不　明 ８年程使用していない

防除機（水稲） 不　明 ８年程使用していない

グリーンサンパー 平成16年式 ５年程使用していない

ブームスプレーヤー 不　明 ――

田植え機 不　明 みのるRXB-6、６条、
条間33㎝

ロータリー 10年程前 ――

　

毎
年
、
道
路
愛
護
運
動
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
花
い

っ
ぱ
い
運
動
」
が
今
年
度
も
各
団
体
の
ご
協
力
の
も
と
、
花
植
え
作

業
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
運
動
で
は
、「
道
路
を
守
る
月
間
」

（
８
月
）
に
合
わ
せ
て
、
毎
年
３
月
ま
で
に
参
加
団
体
を
募
り
、
５

～
６
月
を
目
途
に
国
道
、
道
道
及
び
村
道
沿
い
の
花
壇
に
花
を
植
え

て
い
ま
す
。

　

今
年
も
参
加
協
力
団
体
に
15
箇
所
の
花
壇
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
、

道
路
を
走
行
す
る
皆
さ
ん
の
目
を
楽
し
ま
せ
、
心
を
和
ま
せ
て
く
れ

る
も
の
と
思
い
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

■
令
和
４
年
度
参
加
団
体

①
日
本
赤
十
字
奉
仕
団（
原
良
憲

　

宅
前
）

②
一
町
内
区
会
（
シ
ル
バ
ー
ハ

　

ウ
ジ
ン
グ
）

③
赤
井
川
小
学
校（
学
校
前
）

④
中
央
区
会（
中
央
集
会
所
前
）

⑤
都
小
学
校（
学
校
前
）

⑥
一
都
区
会（
道
道
花
壇
）

⑦
二
都
区
会（
道
道
花
壇
）

⑧
曲
川
区
会
（
曲
川
集
会
場
前
） 　

⑨
赤
井
川
建
設
協
会（
役
場
向
か

　
　

い
）（
冷
水
ト
ン
ネ
ル
駐
車
帯
）

　

⑩
赤
井
川
商
工
会
女
性
部

　
　
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
前
）

　

⑪
赤
井
川
中
学
校（
学
校
前
）

　

⑫
赤
井
川
カ
ル
デ
ラ
温
泉（
温

　
　

泉
前
）

　

⑬
道
の
駅
あ
か
い
が
わ（
道
の

　
　

駅
花
壇
）

　

⑭
鉄
建
Ｊ
Ｖ
（
旧
都
保
育
所

　
　

花
壇
）
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INFORMATION

地域おこし協力隊通信 第３号

　赤井川村地域おこし協力隊の髙山です！
　協力隊に就任して約半年がたち、活動していく中で村
民の方たちとの交流も増え、名前を覚えてもらえるのが
とてもうれしいです。
　村の行事を取材させていただいたり、村民の方々との
交流を通してより、村の魅力を知ることができ、村民の
皆さんとの関係も深まってきていると感じます。
　今回は、「赤井川村の子どもたち」にスポットを当て
て村の出来事や活動を紹介します。

都小学校運動会
人数は少ないですが保護者も一緒
に参加できる競技もあり、とても
楽しい運動会となりました！

赤井川小学校田植え体験
楽しそうに田植えを行う子どもた
ちの様子を取材に行きました。
秋の収穫が待ち遠しいです。

むらバスプロジェクト
むらバス車両内に絵を飾り、利用者を増
やそう！とするプロジェクト。バスに飾
られている子どもたちの作品は月ごと
に変わります。ぜひ、お楽しみに！

◇
赤
井
川
村
議
会
議
員
辻
康
議

　
員
逝
去
の
お
知
ら
せ

　

５
月
21
日
に
当
議
会
の
辻
康

議
員
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
辻
議
員
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

５
月
22
日
よ
り
赤
井
川
村
議

会
議
員
に
１
名
の
欠
員
が
生
じ

て
お
り
ま
す
が
、
公
職
選
挙
法

の
規
定
に
よ
り
補
欠
選
挙
等
は

行
わ
な
い
こ
と
を
併
せ
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
◇
議
会
村
内
現
地
確
認

　

６
月
10
日
（
金
）、
新
幹
線

ト
ン
ネ
ル
掘
削
土
に
つ
い
て
都

地
区
の
村
有
林
に
て
盛
土
し
て

い
る
現
場
に
つ
い
て
、
議
会
議

員
の
ほ
か
、
馬
場
村
長
を
は
じ

め
、
地
域
住
民
と
現
地
確
認
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

盛
土
に
つ
い
て
、
地
域
住
民

よ
り
大
雨
や
地
震
に
よ
る
土
砂

災
害
の
不
安
の
声
が
あ
っ
た
た

め
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
工
事
担

当
者
よ
り
計
画
に
基
づ
い
た
安

全
設
計
や
現
場
で
の
確
認
な
ど

丁
寧
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
か
ら
は
本
年
度

よ
り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
と
な
っ
た
医
療

法
人
社
団
白
樺
会
に
よ
る
運
営

を
責
任
者
よ
り
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

利
用
者
が
楽
し
そ
う
に
運
動

し
て
い
る
様
子
や
、
施
設
全
体

を
見
渡
せ
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ

た
職
員
の
机
の
配
置
が
と
て
も

印
象
的
で
し
た
。

赤井川村
議会からの
お知らせ

新幹線建設工事盛土現場確認の様子デイサービスセンター視察の様子
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

令
和
４
年
度
の
保
険
料
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

被
保
険
者
（
加
入
者
）
の
皆
様

に
ご
負
担
い
た
だ
い
て
い
る
保

険
料
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
皆
様
が
将
来
に
わ
た
っ

て
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
た

め
の
貴
重
な
財
源
と
な
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
保
険
料
を
お

支
払
い
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
保
険
料
額
に

つ
き
ま
し
て
は
、
８
月
に
個
別

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
令
和
４
年
度
保
険
料
の
計
算

　

方
法

◇
年
度
の
途
中
で
加
入
し
た
と

　

き
は
、
加
入
し
た
月
か
ら
の

　

月
割
で
計
算
し
ま
す
。

◇
１
年
間
の
保
険
料
の
上
限
額

　

は
66
万
円
で
す
。

均　等　割
【１人当たりの額】

５１，８９２円

所　得　割
【本人の所得に応じた額】

（令和３年所得－最大43万円）×10.98％

＋

＝
１年間の保険料

（100円未満切り捨て）

■
保
険
料
の
軽
減

◇
均
等
割
の
軽
減
（
年
額
）《
所
得
に
応
じ
て
、
均
等
割
５
１
，
８
９
２

　

円
が
左
記
の
と
お
り
軽
減
さ
れ
ま
す
。》

〇
軽
減
は
、
被
保
険
者
証
と
世
帯
主
の
所
得
の
合
計
で
判
定
し
ま
す
。

〇
被
保
険
者
で
な
い
世
帯
主
の
所
得
も
判
定
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

所得が次の金額以下の方 軽減割合 軽減前
（年額）

43万円＋10万円×（給与所得者等の数－１） 7割削減 51,892円

43万円＋（28万5千円×世帯の被保険者数）
＋10万円×（給与所得者等の数－１） 5割軽減 51,892円

43万円＋（52万円×世帯の被保険者数）＋
10万円×（給与所得者等の数－１） 2割軽減 51,892円

軽減後
（年額）

15,567円

25,946円

41,513円

⇨

⇨

◇
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
だ

　

っ
た
方
の
軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
加

入
す
る
前
日
に
お
い
て
、
被
用

者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方

は
、
所
得
割
は
か
か
ら
ず
、
制

度
加
入
か
ら
２
年
を
経
過
し
て

い
な
い
期
間
の
み
均
等
割
が
５

割
軽
減
と
な
り
ま
す
。（
※
被
用

者
保
険
と
は
、
協
会
け
ん
ぽ
等
、

主
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
々
が

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の
こ

と
で
、
市
町
村
の
国
民
健
康
保

険
等
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。）

□
均
等
割

　

５
割
軽
減（
年
額
２
５
，９
４
６
円
）

□
所
得
割

　

か
か
り
ま
せ
ん

◇
保
険
料
の
お
支
払
い
方
法

　

保
険
料
の
お
支
払
い
は
、「
年

金
か
ら
の
お
支
払
い
」
と
「
口
座

振
替
」
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方

は
保
健
福
祉
課
国
保
衛
生
係
へ

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。（
必
要

な
も
の

－

保
険
証
、
預
金
通
帳

と
お
届
け
印
）

　

年
金
か
ら
の
お
支
払
い
の
場
合

は
、手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
保
険
料
は
、
所
得
税
や
個
人

　

住
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除

　

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◇
新
し
い
保
険
証
に
変
わ
り
ま
す

　

現
在
ご
使
用
の
保
険
証
の
有

効
期
限
が
令
和
４
年
７
月
31
日

を
も
っ
て
満
了
と
な
る
た
め
、

８
月
以
降
は
使
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
７
月
中
に
新
し
い
保

⇨

険
証
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
ご

使
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
保
険

証
の
色
が
変
わ
り
ま
す
。（
黄

色
で
す
。）

※
今
回
送
付
す
る
保
険
証
の
有

　

効
期
限
は
９
月
30
日
で
す
。

◇
減
額
認
定
証（
限
度
額
適
用
・

　

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
）

　

が
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
ご
使
用
の
減
額
認
定
証

の
有
効
期
限
が
令
和
４
年
７
月

31
日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る
た

め
、
８
月
以
降
は
使
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　

該
当
と
な
る
方
に
は
、
７
月

中
に
新
し
い
減
額
認
定
証
を
交

付
し
ま
す
の
で
、
８
月
１
日
か

ら
は
そ
ち
ら
を
ご
使
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
認
定
を
受
け
て
い

な
い
対
象
の
方
は
、
左
記
の
交

付
対
象
に
該
当
す
る
こ
と
を
ご

確
認
の
上
、
保
健
福
祉
課
国
保

衛
生
係
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

減
額
認
定
証
の
色
も
変
わ
り
ま

す
。（
水
色
で
す
。）

【
減
額
認
定
証
の
交
付
対
象
】

　

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税

で
あ
る
方
で
、
か
つ
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

◇
世
帯
全
員
の
所
得
が
０
円
の
方

　
（
公
的
年
金
収
入
の
み
の
場

　

合
、
そ
の
受
給
額
が
80
万
円

　

以
下
の
方
）

◇
老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
さ
れ

　

て
い
る
方

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課
国
保
衛
生
係

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

令和４年度は保険証が２回交付されます。
　保険証は毎年８月に更新されますが、令和４年10月に窓口負担割合が見直しされることに伴い、
令和４年度は２回交付となります。

令和４年８月　　　　　　　　令和４年10月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年７月

８月～９月の保険証は、
７月中にお送りします。

10月～翌年７月の保険証は、
９月中にお送りします。
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年
金
だ
よ
り

　

経
済
的
理
由
ま
た
は
失
業
な
ど
で
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
場
合
、保
険
料
が
免
除
、ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

　

本
人
、
世
帯
主
、
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
そ
れ
ぞ
れ
一
定
額
以
下
、

ま
た
は
失
業
な
ど
で
収
入
が
少
な
く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
が

申
請
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
険
料
が
全
額
免
除
ま
た
は
一
部
納
付

（
免
除
）
と
な
る
制
度
で
す
。

所得のめやす
保険料額
（月額）単身世帯 ２人世帯

（夫婦のみ）
４人世帯

（夫婦・子２人）

全額免除 67万円 102万円 172万円 納付なし

４分の１納付
（４分の３免除） 88万円 126万円 202万円 4,150円

半額納付
（半額免除） 128万円 166万円 242万円 8,290円

４分の３納付
（４分の１免除） 168万円 206万円 282万円 12,440円

※２人世帯、４人世帯のご夫婦は、夫または妻のどちらかにのみ所
　得がある世帯、お子さんは16歳未満のめやすです。
※社会保険料控除等がある方につきましては、めやすが変動する場
　合があります。
※一部納付のめやすは社会保険料等を一定額納付していると仮定し
　ています。
※一部納付制度は納付すべき一部の保険料を納付されない場合、将来
　の年金額に反映されず、また死亡や障害といった不慮の事態が生じ
　た場合に、年金を受け取ることができなくなることがあります。

◇免除の対象となる所得のめやす、承認された場合の納付額（令和４年度） 国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
　

毎
年
８
月
１
日
か
ら
８
月
31

日
ま
で
「
道
路
を
守
る
月
間
」

と
し
て
、
全
国
的
に
道
路
愛
護

運
動
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
赤

井
川
村
に
お
い
て
も
、
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
道
路
清
掃
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
道
路
脇
の

ゴ
ミ
も
年
々
少
な
く
な
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
空
き

缶
等
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
と
い

う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
ゴ
ミ
の

ポ
イ
捨
て
は
近
隣
住
民
の
迷
惑

ば
か
り
で
な
く
、
地
球
の
環
境

汚
染
に
も
つ
な
が
る
問
題
で
す
。

自
分
で
出
し
た
ゴ
ミ
は
き
ち
ん

と
処
分
を
し
て
、
車
か
ら
の
ポ

イ
捨
て
等
は
絶
対
に
行
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

是
非
、
区
会
に
よ
る
道
路
愛

護
運
動
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

道
路
愛
護
運
動
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

【
保
健
福
祉
課
】

　

▽
福
祉
係
兼
介
護
保
険
係

　

上
妻　

美
加

　
（
福
祉
係
）

　

▽
国
保
衛
生
係

　

姉
﨑　

健
也

　
（
国
保
衛
生
係
兼
介
護
保
険

　

係
）

【
退
職
】

　

▽
保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
　

兼
国
保
衛
生
係四

村　

謙
太

（
５
月
31
日
付
け
）

村
職
員
人
事
異
動

（
６
月
１
日
付
け
）
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～
津
波
の
情
報
を
見
聞
き
し
た

ら
～

　

１
９
９
３
年
（
平
成
5
年
）

7
月
12
日
、
北
海
道
南
西
沖
で

発
生
し
た
地
震
に
よ
り
大
き

な
津
波
が
発
生
し
多
く
の
犠
牲

者
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
地
震
は「
と
に
か
く
早

い
判
断
を
し
、
す
ぐ
に
高
台
へ

逃
げ
る
」
こ
と
が
重
要
な
ど

の
教
訓
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
早
い
判
断
の
た
め
、

津
波
警
報
等
（
大
津
波
警
報
・

津
波
警
報
・
津
波
注
意
報
）
の

発
表
を
知
る
手
段
と
し
て
、
令

和
２
年
夏
か
ら
視
覚
に
よ
る

伝
達
で
あ
る「
津
波
フ
ラ
ッ
グ
」

が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

津
波
フ
ラ
ッ
グ
（
赤
白
格
子

模
様
の
旗
）
は
、
国
際
信
号
旗

の「
貴
船
の
進
路
に
危
険
あ
り
」

を
意
味
す
る
Ｕ
旗
と
同
様
の
デ

ザ
イ
ン
で
、
海
外
で
は
、
海
か

ら
の
緊
急
避
難
を
知
ら
せ
る

旗
と
し
て
多
く
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。

■
津
波
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

○
海
の
近
く
で
の
強
い
揺
れ

　

を
感
じ
た
時
に
は
、
直
ち
に

　
「
よ
り
高
い
と
こ
ろ
」
を
目

　

指
し
て
逃
げ
ま
し
ょ
う
。

○
揺
れ
を
感
じ
て
い
な
く
て

　

も
、
津
波
フ
ラ
ッ
グ
や
津
波

　

警
報
等
を
見
た
り
聞
い
た

　

り
し
た
ら
、
す
く
に
避
難

　

行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

○
津
波
は
繰
り
返
し
襲
っ
て
き

　

て
、
あ
と
か
ら
来
る
津
波
の

　

方
が
高
く
な
る
こ
と
が
あ

　

り
ま
す
。
避
難
後
は
最
新
の

　

情
報
を
確
認
し
、
津
波
警
報

　

等
が
出
て
い
る
間
は
避
難

　

を
続
け
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

札
幌
管
区
気
象
台
防
災
調
査
課

　

℡
０
１
１

－

６
１
１

－

６
１
４
９

◆
開
催
月
日
／
５
月
27
日

◆
会
議
案
件

◇
農
地
所
有
適
格
化
法
人
の
定

　

期
報
告
に
つ
い
て

◇
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
係

　

る
許
可
申
請
に
つ
い
て

　

所
有
権
の
移
転　
　
　

２
件

◇
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決

　

定
に
つ
い
て

　

賃
借
権
の
設
定　
　
　

３
件

　

使
用
貸
借
権
の
設
定　

２
件

　

所
有
権
移
転　
　
　
　

２
件

◇
現
況
証
明
願
い　
　
　

１
件

◇
新
規
就
農
研
修
生
が
視
察

　
研
修
し
ま
し
た
！

　

６
月
10
日
（
金
）、
新
規
就

農
研
修
生
は
村
の
農
家
女
子
グ

ル
ー
プ
と
と
も
に
当
別
町
の
ふ

れ
あ
い
倉
庫
赤
レ
ン
ガ
６
号
と

石
狩
市
の
Ｙ
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ａ

Ｉ
農
場
へ
視
察
研
修
を
し
ま
し

た
。

　

ふ
れ
あ
い
倉
庫
で
は
、
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル
運
営
協
議
会
の
狩

野
さ
ん
か
ら
、
ふ
れ
あ
い
倉
庫

の
歴
史
や
姉
妹
都
市
と
の
連
携

状
況
、
販
売
に
あ
た
っ
て
の
工

夫
な
ど
を
お
聞
き
し
、
地
域
の

農
家
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
深
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

Ｙ
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｉ
農
場

で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
に
よ
り
得

ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
と
利
用
す
る

上
で
の
難
し
さ
を
教
え
て
い
た

だ
き
、
越
冬
野
菜
の
販
売
や
ネ

ッ
ト
通
販
な
ど
の
工
夫
を
学
び

ま
し
た
。

　

研
修
生
か
ら
は
、「
土
質
や

生
育
環
境
の
違
い
に
対
す
る

工
夫
な
ど
赤
井
川
村
で
は
や
っ

て
い
な
い
努
力
が
見
ら
れ
た
。」

「
出
荷
先
・
販
売
先
に
よ
る
難

し
さ
を
学
ん
だ
の
で
、
今
後
の

検
討
に
活
か
し
た
い
。」「
生
産

部
門
と
販
売
部
門
に
分
け
な
い

と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
最
大
限
に
活
用
す

る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
を
学
ん

だ
。」
と
い
っ
た
感
想
が
み
ら

れ
、
実
り
あ
る
視
察
研
修
に
な

り
ま
し
た
！

◇
農
地
情
報
の
提
供
の
お
願
い

　

皆
さ
ま
か
ら
提
供
い
た
だ
い

た
情
報
に
よ
っ
て
、
農
地
利
用

希
望
者
（
新
た
に
農
業
を
始
め

た
い
と
思
っ
て
い
る
方
、
農
業

経
営
の
規
模
拡
大
を
考
え
て
い

る
方
、
定
年
を
迎
え
田
舎
暮
ら

し
を
希
望
す
る
方
等
）
へ
情
報

提
供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農

地
の
流
動
化
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

村
内
に
空
き
農
地
を
お
持
ち

の
方
は
、
赤
井
川
村
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
農
地
の
賃
借
、
売
買

及
び
転
用
は
、
農
業
委
員
会
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
賃

借
等
を
さ
れ
る
方
は
、
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◇
受
付
件
数�

売
買
希
望　

７
件

�

買
受
希
望　

２
件

�

（
令
和
４
年
６
月
14
日
現
在
）

◇
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
防

　
止
に
つ
い
て

　

農
作
物
の
収
穫
が
始
ま
る
季

節
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
季
節

に
な
る
と
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
の
被
害
が
増
え
て
き
ま
す
。

本
村
で
は
、
ア
ラ
イ
グ
マ
や
タ

ヌ
キ
等
の
小
動
物
や
、
エ
ゾ
シ

カ
や
ヒ
グ
マ
に
よ
る
被
害
の
報

告
が
あ
り
、
最
も
被
害
が
大
き

い
の
は
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
で

す
。

　

農
作
物
の
被
害
を
防
止
す
る

に
は
、
早
期
の
対
応
が
重
要
で

す
。
農
作
物
被
害
で
お
困
り
の

方
は
、
産
業
課
農
政
係
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
委
員
会
総
会 

第
24
回

お

知

ら

せ

津
波
か
ら
身
を
守
る
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INFORMATION

　

赤
井
川
村
情
報
公
開
条
例
第

31
条
及
び
赤
井
川
村
個
人
情
報

保
護
条
例
第
46
条
の
規
定
に
よ

り
毎
年
条
例
の
運
用
状
況
の
報

告
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
左
記
の
と
お
り
公
表
し

ま
す
。

■
赤
井
川
村
情
報
公
開
条
例
の

　

運
用
状
況

〇
期
間

　

令
和
３
年
４
月
１
日
～

　

令
和
４
年
３
月
31
日

〇
開
示
請
求
件
数　
　
　

２
件

〇
決
定
区
分

　

全
部
開
示　
　
　
　
　

１
件

　

一
部
開
示　
　
　
　
　

１
件

■
赤
井
川
村
個
人
情
報
保
護
条

　

例
の
運
用
状
況

〇
期
間

　

令
和
３
年
４
月
１
日
～

　

令
和
４
年
３
月
31
日

〇
開
示
請
求
件
数　
　
　

な
し

　　

北
海
道
新
幹
線
の
建
設
主
体

で
あ
る
独
立
行
政
法
人
鉄
道

建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機

構
は
、「
北
海
道
新
幹
線（
新
青

森
・
札
幌
間
）
環
境
影
響
評
価

書
（
北
海
道
）
平
成
14
年
１
月
」

に
基
づ
く
事
後
調
査
等
報
告
書

（
新
函
館
北
斗
・
札
幌
間
）（
令

和
４
年
３
月
）
を
、
環
境
影
響

評
価
法
第
27
条
に
基
づ
き
、
次

の
と
お
り
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
１
日
～
７
月
29
日
の
土

曜
日
・
日
曜
日
・
祝
祭
日
を
除

く
20
日
間
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
役
場
総

務
課
企
画
地
域
振
興
係
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
北
海
道
み
ん
な
の
日
と
は

　

７
月
17
日
（
北
海
道
の
名
付

　

け
親
と
さ
れ
る
松
浦
武
四

　

郎
が
明
治
２
年
に
「
北
加
伊

　

道（
ほ
っ
か
い
ど
う
）」と
い

　

う
名
前
を
提
案
し
た
日
）
は

　
「
北
海
道
み
ん
な
の
日
」
愛

　

称「
道
み
ん
の
日
」で
す
。

　

北
海
道
の
魅
力
と
価
値
を
再

　

発
見
し
、
北
海
道
を
誇
り
に

　

思
う
心
を
育
み
、
よ
り
豊
か

　

な
北
海
道
を
築
き
上
げ
る
日

　

と
し
て
平
成
29
年
に
制
定

　

し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
を
き
っ
か
け
に
、北

　

海
道
に
愛
着
や
誇
り
を
も

　

っ
て
い
た
だ
き
、北
海
道
の

　

魅
力
を
発
信
す
る
機
会
と
し

　

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

■
北
海
道
み
ん
な
の
日
に
は

　

北
海
道
み
ん
な
の
日
を
中

　

心
に
、
様
々
な
取
組
を
行
い

　

ま
す
。
北
海
道
環
境
生
活
部

赤
井
川
村
情
報
公
開
条
例
及
び
赤
井
川
村

個
人
情
報
保
護
条
例
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

　

道
民
生
活
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.pref.hokkaid

　

o.lg.jp/ks/dm
s/ss/717/

　

event.htm

■
お
問
い
合
わ
せ

　

環
境
生
活
部
く
ら
し
安
全

　

局
環
境
生
活
課
青
少
年
係

　

℡
０
１
１

－
２
０
４

－

５
６
６
３

　

道
路
で
災
害
が
発
生
し
た
場

合
な
ど
に
は
、
通
行
止
め
等
の

規
制
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

通
行
止
め
区
間
へ
脇
道
な
ど

か
ら
侵
入
す
る
と
、損
壊
し
た

道
路
か
ら
の
転
落
や
、
崩
落
し

た
土
砂
に
巻
き
込
ま
れ
る
等

の
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

大
変
危
険
で
す
の
で
指
定

さ
れ
た
迂
回
路
の
ご
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
通
行
規
制
の
状
況
は

次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

て
い
ま
す
。

◇
通
行
規
制
情
報
（
北
海
道
地

　

区
道
路
情
報
の
ペ
ー
ジ
）

　

https://info-road.hdb.hkd

　

.m
lit.go.jp/RoadInfo/inde

　

x.htm

■
お
問
い
合
わ
せ

　

北
海
道
後
志
総
合
振
興
局
小

　

樽
建
設
管
理
部
維
持
管
理
課

　

℡
０
１
３
４

－

２
５

－

２
４
４
４

　
「
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
」
で
は
、
令
和
４
年
度

10
月
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

身
体
障
が
い
、
精
神
障
が
い
、

　

発
達
障
害
の
あ
る
方

■
訓
練
科
目

　

建
築
デ
ザ
イ
ン
科

■
願
書
受
付
期
間

　

７
月
25
日
～
８
月
22
日

■
選
考
試
験
日

　

９
月
９
日（
金
）

■
選
考
場
所

　
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

砂
川
市
焼
山
60
番
地

■
試
験
内
容

　

算
数
、国
語
、面
接

■
お
問
い
合
わ
せ

○
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

○
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

℡
０
１
２
５

－

５
２

－

２
７
７
４

　

一
般
社
団
法
人
北
海
道
身
体

障
害
者
福
祉
協
会
で
は
、「
盲

ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
養
成
講

座
」
の
受
講
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

■
募
集
定
員

　

20
名
程
度

■
開
催
日
時

　

９
月
17
日（
土
）、18
日（
日
）

　

10
月
１
日
（
土
）、２
日
（
日
）、

　

15
日
（
土
）、
16
日
（
日
）、
29

　

日（
土
）、30
日（
日
）

■
開
催
場
所

　

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

　

か
で
る
２
・
７

■
受
講
料

　

無
料

※
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
等
の

　

自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
期
限

　

８
月
10
日（
水
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

一
般
社
団
法
人
北
海
道
身
体

　

障
害
者
福
祉
協
会

　

℡
０
１
１

－

２
５
１

－

１
５
５
１

　

北
海
道
財
務
局
の
専
門
の
相

談
員
が
「
借
金
の
悩
み
」「
金
融

問
題
」
を
親
身
に
な
っ
て
お
聴

き
し
、あ
な
た
に
合
っ
た
方
法

を
ご
提
案
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。予
約
不
要
で
す
。

■
日
時

　

７
月
28
日（
木
）

　

午
前
10
時
～
正
午

■
場
所

　

小
樽
地
方
合
同
庁
舎
２
階
大

　

会
議
室

■
お
問
い
合
わ
せ

　

北
海
道
財
務
局
相
談
員

　

℡
０
１
１

－

８
０
７

－

５
１
４
４

７
月
17
日
は
北
海
道

み
ん
な
の
日
で
す

通
行
規
制
区
間
へ
の

進
入
の
危
険
性

北
海
道
新
幹
線
環
境
影
響

評
価
事
後
調
査
等
の
公
表

訓
練
生
の
募
集

「
借
金
・
金
融
一
般

相
談
会
」
の
開
催

盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員

養
成
講
座
受
講
者
募
集
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お知らせ伝言板

　

村
で
は
本
村
に
お
住
ま
い
の

方
、
ま
た
来
村
さ
れ
る
方
が
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
放
射
線
量
率
情
報
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

お
知
ら
せ
す
る
数
値
は
北
海
道

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
環
境
放
射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
及
び
テ
レ

メ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
取
集

さ
れ
た
も
の
で
、
測
定
方
法
等
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
測
定
方
法

◇�

測
定
機
器
／
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
（
北
海
道
設
置
）

◇�

測
定
場
所
／
北
後
志
消
防
組

合
赤
井
川
支
署

◇�

測
定
時
間
／
10
分
間
隔
で
常

時
測
定

◇
公
表

広
報
／
毎
週
火
・
金
曜
日
の

午
前
９
時
現
在
デ
ー
タ
（
前
月

14
日
ま
で
の
結
果
）
を
掲
載

※�

即
時
デ
ー
タ
を
村
で
抽
出
し

て
掲
載
す
る
こ
と
か
ら
、
北

海
道
が
公
式
に
発
表
す
る
デ

ー
タ
と
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
／
北
海
道
原
子
力
環
境

セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で
即
時
デ
ー

タ
が
確
認
で
き
ま
す
。

（http://w
w

w
.genshi.pref.

hokkaido.jp/

）

※�

Ｈ
Ｐ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
内

容
は
役
場
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
設

置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
で
も
ご

覧
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇�

測
定
単
位
／
μ
Ｇ
ｙ
（
マ
イ

ク
ロ
グ
レ
イ
）

　

天
気
は
数
日
の
周
期
で
変
わ

る
で
し
ょ
う
。

７
月
の
気
象
情
報

赤
井
川
村
の
空
間
放
射
線
量
の
状
況

◇
気
温

－

高
40
％
・
平
40
％
・

　

低
20
％

◇
降
水
量

－

高
30
％
・
平
40
％
・

　

低
30
％

■モニタリングポストによる測定データ

年月日 空間放射線量率
（単位：μGy） 天候

2022.5.17 0.050 晴れ
5.20 0.055 くもり
5.24 0.055 晴れ
5.27 0.055 雨
5.31 0.050 くもり
6.3 0.050 くもり
6.7 0.055 くもり

6.10 0.055 晴れ
6.14 0.060 晴れ

※空間放射線量は平常レベルで推移しています。

学
校
生
・
防
衛
医
科
大
学
校
医

学
科
学
生
・
防
衛
医
科
大
学
校

看
護
学
科
学
生
・
予
備
自
衛
官

補
（
一
般
・
技
能
）
を
募
集
し

ま
す
。

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

小
樽
事
務
所
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
を

万
全
に
し
て
説
明
会
を
随
時
行

っ
て
お
り
ま
す
。

※
自
衛
官
候
補
生
及
び
一
般
曹

　

候
補
生
の
採
用
年
齢
が
18
歳

　

以
上
33
歳
未
満
に
改
正
さ
れ

　

ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

小
樽
市
稲
穂
２

－

22

－

４

　

樽
石
ビ
ル
2
Ｆ

　

℡
０
１
３
４

－

２
２

－

５
５
２
１

■
日
時

　

７
月
20
日
（
水
）

　

午
後
1
時
か
ら
午
後
４
時

■
場
所

　

余
市
町
中
央
公
民
館
（
余
市

　

町
大
町
４
丁
目
１
４
３
番
地
）

　

℡
２
３

－

５
０
０
１

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前

　

に
必
ず
余
市
町
役
場
へ
ご
連

　

絡
願
い
ま
す
。

　
（
℡
２
１

－

２
１
１
１
）

　

海
上
保
安
庁
で
は
、
令
和
５

年
４
月
期
採
用
の
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

■
待
遇

　

海
上
保
安
大
学
校
、
海
上
保

　

安
学
校
と
も
に
入
学
金
、
授

　

業
料
が
一
切
不
要
で
、
学
生

　

は
入
学
と
同
時
に
国
家
公
務

　

員
と
し
て
の
身
分
を
与
え
ら

　

れ
、
毎
月
の
給
与
や
ボ
ー
ナ

　

ス
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
受
験
資
格

◇
海
上
保
安
大
学
校

　

令
和
４
年
４
月
１
日
に
お
い

　

て
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育

　

学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日

　

か
ら
起
算
し
て
２
年
を
経
過

　

し
て
い
な
い
者
及
び
令
和
５

　

年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
又

　

は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す

　

る
見
込
み
の
者
等
。

◇
海
上
保
安
学
校

　

令
和
４
年
４
月
１
日
に
お
い

　

て
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育

　

学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日

　

か
ら
起
算
し
て
12
年
を
経
過

　

し
て
い
な
い
者
及
び
令
和
５

　

年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
又

　

は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す

　

る
見
込
み
の
者
等
。

■
受
験
案
内
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

　

載
日

◇
海
上
保
安
大
学
校

　

６
月
15
日
（
水
）

海
上
保
安
大
学
校
・

海
上
保
安
学
校
学
生
募
集

◇
海
上
保
安
学
校

　

６
月
15
日
（
水
）

■
受
付
期
間

◇
海
上
保
安
大
学
校

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
８
月
25
日（
木
）～
９
月
５
日（
月
）

・
郵
送
、
持
参

　

８
月
25
日（
木
）～
26
日（
金
）

◇
海
上
保
安
学
校

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

７
月
19
日（
火
）～
28
日（
木
）

・
郵
送
、
持
参

　

７
月
19
日（
火
）～
20
日（
水
）

■
試
験
日
程
（
１
次
試
験
）

◇
海
上
保
安
大
学
校

　

10
月
29
日
（
土
）、
30
日
（
日
）

◇
海
上
保
安
学
校

　

９
月
25
日
（
日
）

■
申
込
方
法
等

　

申
込
方
法
、
試
験
内
容
等
は

　

左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

〇
海
上
保
安
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.kaiho.m

lit.

　

go.jp/recruitm
ent

■
お
問
い
合
わ
せ

　

小
樽
海
上
保
安
部
管
理
課

　

℡
０
１
３
４

－

２
７

－

６
１
１
８

　

自
衛
官
候
補
生
・
一
般
曹
広

候
補
生
・
航
空
学
生
・
防
衛
大

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設

自
衛
官
募
集
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人
口
と
世
帯

日本人 外国人 総人口 前月比

人　口 １，０１３ ３３ １０４６ △２４

男 ５１２ １８ ５３０ △１３

女 ５０１ １５ ５１６ △１１

世帯数 ５２８ ２５ ５５８ △２０

※令和４年５月31日現在

住
民
の
ま
ど

�〈
５
月
15
日
～
６
月
14
日
届
出
〉

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
出
生
）

お
名
前　

月
・
日　

区
会　
（
ご
両
親
）

二
川　

結
斗
く
ん　

5
・
18　

２
町
内

（
二
川　

胤
希
さ
ん

・
実
憂
さ
ん

）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お　

名　

前　
　

年
齢　

区
会 

辻　
　
　

康
さ
ん　

74
歳　
１
町
内

梶　
　

光
吉
さ
ん　

86
歳　
１
町
内

　

　

　

　

　

　

村
長
の
う
ご
き

�

〈
５
月
15
日
～
６
月
14
日
〉

（
５
月
）

15
日
◇
村
長
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

　
　
　

大
会
／
字
都

16
日
◇
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

　
　
　

感
謝
状
贈
呈
／
札
幌
市

18
日
◇
村
内
除
雪
Ｊ
Ｖ
へ
地
域

　
　
　

貢
献
活
動
感
謝
状
贈
呈

　
　
　

／
字
赤
井
川

　
　

◇
北
海
道
危
機
管
理
監
着

　
　
　

任
挨
拶
／
字
赤
井
川

19
日
◇
議
会
協
議
会
／
字
赤
井
川

21
日
◇
立
憲
民
主
党
政
経
セ
ミ

　
　
　

ナ
ー
／
札
幌
市

22
日
◇
第
84
回
自
由
民
主
党
道

　
　
　

連
定
期
総
会
／
札
幌
市

23
日
◇
後
志
総
合
開
発
期
成
会

　
　
　

後
志
段
階
要
望
／
小
樽

　
　
　

市
・
倶
知
安
町

25
日
◇
葬
儀
出
席
／
余
市
町

26
日
◇
後
志
総
合
開
発
期
成
会

　
　
　

札
幌
段
階
要
望
／
札
幌

　
　
　

市

　
　

◇
赤
井
川
観
光
協
会
通
常

　
　
　

総
会
／
字
赤
井
川

27
日
◇
入
札
／
字
赤
井
川

　
　

◇
鶴
居
村
教
育
委
員
会
来

　
　
　

庁
／
字
赤
井
川

　
　

◇
北
海
道
電
力
（
株
）
常

　
　
　

務
来
庁
／
字
赤
井
川

30
日
◇
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協

　
　
　

議
会
総
会
／
字
赤
井
川

　
　

◇
農
業
担
い
手
協
議
会
総

　
　
　

会
／
字
赤
井
川

　
　

◇
見
積
合
わ
せ
／
字
赤
井

　
　
　

川

　
　

◇
北
後
志
消
防
組
合
来
庁

　
　
　

／
字
赤
井
川

31
日
◇
退
職
者
辞
令
交
付
／
字

　
　
　

赤
井
川

　
　

◇
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
未
来

　
　
　

の
森
づ
く
り
植
樹
祭
／

　
　
　

字
富
田

　
　

◇
赤
井
川
建
設
協
会
来
庁

　
　
　

／
字
赤
井
川

　
　

◇
高
規
格
救
急
車
納
車
立

　
　
　

会
／
字
赤
井
川

　
　

◇
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本

　
　
　

企
画
と
の
包
括
連
携
協

　
　
　

定
締
結
式
／
字
赤
井
川

（
６
月
）

１
日
◇
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本

　
　
　

企
画
社
長
村
内
視
察
同

　
　
　

行
／
赤
井
川
村
内

　
　

◇
北
海
道
電
力
（
株
）
立

　
　
　

地
室
来
庁
／
字
赤
井
川

２
日
◇
全
国
森
林
レ
ク
リ
エ
ー

　
　
　

シ
ョ
ン
協
会
理
事
会
・

　
　
　

通
常
総
会
／
東
京
都

３
日
◇
後
志
総
合
開
発
期
成
会

　
　
　

中
央
要
望
／
東
京
都
／

　
　
　

～
４
日

６
日
◇
入
札
／
字
赤
井
川

　
　

◇
高
規
格
救
急
車
住
民
見

　
　
　

学
会
／
字
赤
井
川

　
　

◇
御
通
夜
出
席
／
余
市
町

８
日
◇
北
海
道
電
力
（
株
）
社

　
　
　

長
来
庁
／
字
赤
井
川

９
日
◇
真
狩
村
村
長
来
庁
／
字

　
　
　

赤
井
川

10
日
◇
北
海
道
新
幹
線
工
事
現

　
　
　

地
視
察
ほ
か
／
字
都

　
　

◇
見
積
合
わ
せ
／
字
赤
井
川

11
日
◇
自
由
民
主
党
街
頭
演
説

　
　
　

／
余
市
町

14
日
◇
中
央
牧
場
来
庁
／
字
赤

　
　
　

井
川

　
　

◇
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
　

環
境
省
現
地
視
察
同
行

　
　
　

／
赤
井
川
村
内

11
日
◇
水
道
下
水
道
検
定

　
　

◇
入
札

17
日
◇
社
会
教
育
委
員
協
議
会

　
　

◇
ス
ポ
ー
ツ
推
進
協
議
会

19
日
◇
議
会
協
議
会

20
日
◇
赤
井
川
村
Ｃ
Ｉ
О
補
佐

　
　
　

業
務
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

　
　
　

ザ
ル
審
査
会

21
日
◇
赤
井
川
村
畑
か
ん
用
水

　
　
　

施
設
維
持
管
理
組
合
理

　
　
　

事
会

23
日
◇
赤
井
川
村
国
際
交
流
推

　
　
　

進
委
員
会

　
　

◇
情
報
公
開
等
審
査
会

24
日
◇
校
長
・
教
頭
合
同
会
議

　
　

◇
教
頭
会
議

25
日
◇
新
規
就
農
研
修
生
座
学

　
　
　

研
修
会

27
日
◇
入
札

　
　

◇
地
域
公
共
交
通
活
性
化

　
　
　

協
議
会

　
　

◇
第
24
回
農
業
委
員
会
総
会

30
日
◇
赤
井
川
村
「
ゼ
ロ
カ
ー

　
　
　

ボ
ン
ビ
レ
ッ
ジakaiga

　
　
　

w
a

」
推
進
戦
略
策
定

　
　
　

業
務
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

　
　
　

ザ
ル
審
査
会

31
日
◇
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本

　
　
　

企
画
包
括
連
携
協
定
締

　
　
　

結
式

　
　

◇
教
育
委
員
会
議

■今月の表紙
　今月は村内小学校で運動会がありました。表
紙は都小学校、裏表紙は赤井川小学校です。
　せっかくの運動会でしたが、両校とも天気は優
れず…でしたが、保護者の皆さんからの温かな
応援もあり、児童たちは一生懸命競技に取り組
んでいました。
　来年は晴れるといいですね！てるてる坊主を
作ったり微力ながら協力します！

む
ら
の
日
誌（
５
月
）

ユ
イ
ト
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また、環境に優しい道産間伐材を配合した用紙を使用しています。

■長期の天気予報を見ていると、今年の夏は暑くなる確率が高いよ
うです。よく、動植物がどうなると天気が～という（猫が顔を洗う
と雨が降るとか）先人の知恵を子ども心にフシギに思ったもので
す。
　さて、暑くなると冷たいものが美味しく感じられついつい手が伸
びてしまいますが、お腹をこわしてしまうので食べ過ぎ飲みすぎ注
意ですよ！（K）
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赤井川村写真館～赤井川の四季～

赤井川小学校運動会
撮影：総務課企画地域振興係　場所：赤井川小学校　撮影日：2022年6月4日

　※「赤井川村写真館」へ掲載する写真を募集しています！
　あなたが撮影した村内の風景や静物、人物などの写真を広報あかいがわに掲載してみませんか？掲載したいまたはしても良いとい
　う方がおられましたら、役場総務課企画地域振興係までご連絡ください。なお、写真はプリント、データどちらでもかまいません
　が、2300×1550PIXEL以上でお願いします。応募のあった中から内部で審査を行い掲載していきます。掲載希望がない場合は広報
　担当及び役場職員が撮影した写真やその他情報を掲載していきます。あなたもこの機会に赤井川村を見つめ直してみませんか？

広報あかいがわでは、今後も村民の皆さんの身近な話題を掲載していきます。
皆さんが予定している行事や参加しているサークル・ボランティア活動の話
題などありましたら、総務課企画地域振興係までお知らせください。紙面の
都合により掲載できない場合もありますが、できるだけ掲載するよう努力し
てまいります。また広報や村政に対するご意見・ご感想も募集していますの
で、メール又は郵送でお寄せください。

広報あかいがわに掲載された写真は被写体となった方や関係される方々へ提
供することができます。ご希望の方はお気軽にご相談ください。


